
金
滞
古
政
志
巻
廿
式

郷
土
怒
川
品
を
集
め
、
み
づ
か
ら
賊
魁
を
た
し
た
り
と
。
叉
北
陸
七
国

誌
に
は
、
加
州
の一

向
坊
主
土
一
撚
等
狛
も
叫
山
総

E
相
似
し
蜂
起

す
る
由
、
信
長
卿
問
召
し
、

天
正
八
年
間
三
月
柴
閏
勝
家
加
賀
図
へ

討
入
り
、
光
徳
寺
の
大
坊
主
が
桁
絡
り
た
る
木
越
の
寺
内
に
押
寄
せ

政
敵
る
。
と
あ
り
。
浪
見
術
的
拍
K
.
加
州
河
北
郡
木
越
村
光
徳
寺
・
若

松
村
本
徳
寺
・
石
川
郡
測
崎
泉
佐
覚
寺
の
一
向
坊
主
は
、
三
ク
寺
の

大
坊
主
と
て
一
授
大
将
た
り
。
佐
久
間
盛
政
加
州
退
治
の
時
、
木
越

へ
取
懸
り
て
合
戦
す。

甚
だ
強
く
し
て
落
ち
が
た
し
。
能
州
勢
長
述

前
後
傘
な
し
け
る
に
、
城
中
寂
然
た
り
。
盛
政
の
武
者
移
行
河
川
刷
平

助
云
ふ
。
跡
々
の
様
子
と
遼
ひ
た
り
。

城
主
立
退
き
た
る
か
、
又
は

自
寄
せ
し
か
と
。
佐
久
間
乗
入
り
て
見
よ
と
下
知
し
、
押
入
り
見
れ

ば
、
光
徳
寺
能
登
へ
立
退
き
た
る
よ
し掛田
辺
り
立
退
宮
、
架帥町
民
て

討
取
り
た
り
と
。
此
坊
主
ど
も
は
官
樫

E
亡
し
た
る
光
徳
寺
也
。
子

孫
今
安
江
木
町
に
有
v

之
。
と
見
h
.
三
州
奇
談
に
云
ム
。
木
越
の
道

坊
と
い
ふ
は
、

天
正
の
頃
王
山
の
大
坊
主
と
聞
え
し
光
徳
寺
の
城
跡

也
。
共
到
来
，
附
の
湖
水
を
引
い
て
市
宜
容
を
織
へ

、
光
琳
寺
等
の
下

坊
主
主
飴
へ

‘
信
長
の
勢
と
毅
ふ
。

長
氏
の
軍
勢
湖
水
の
茨
を
切
落

し
た
れ
ば
.
此
手
一

司
礁
に
破
れ
て
長
氏
へ
降
参
し
‘
光
徳
寺
は
能
登

死
す
。
小
竹
三
郎
は
大
阪
十
郎
左
術
門
と
力
政
し
て
.
先
も
肘
た
れ

に
け
り
。
浦
野
孫
右
衛
門
・小
限
小
左
衛
門
・
上
野
並
七
郎
以
下
長
の

家
士
ど
も
、
絞
き
て
城
中

へ
乗
込
り
、
賊
魁
光
徳
寺
を
目
が
け
.
我

討
取
ら
ん
と
炎
立
つ
る
を
、
銀
行
坊
は
大
薙
刀
を
び
ら
め
か
し
.
加

聡
持
出
品
と
破
ひ
け
り
。
終
監
は
鉛
を
以
て
向
ひ
け
る
が
、
途
陀
削
叫
行

坊
を
ぽ
突
落
し
け
り
。
佐
久
間
長
の
猛
而
刊
に
恐
怖
た
し
た
り
け
ん
、

光
徳
寺
は
降
を
乞
う
て
、
木
越
を
立
去
り
、
能
登
の
七
尾
へ
返
さ
け

り
。
光
琳
寺
の
子
息
は
家
僕
K
助
け
ら
れ
て
、
能
登
の
叙
地
へ

立
川昌

吉
‘
削
腕
地
に
居
住
す
。
と
い
へ
り
。
長
氏
の
申
棋
士
加
藤
氏
系
闘
花
、

代
将
段
、
天
正
八
年
間
三
月
十
四
日
、
連
散
加
州
尾
山
之
佐
久
間

与
共
先
登
。
木
越
城
中
上
り
般
行
坊
と
名
乗
突
出
る
。
将
監
馳
合
ひ
、

鉛
を
合
す
。
と
あ
り
。
今
按
宇
る
に
.
御
行
坊
は
天
疋
の
頃
な
る
を
、

光
徳
寺
古
都
服
K
明
徳
元
年
或
は
明
徳
三
年
創
立
す
と
あ
り
て
.
時
代

速
だ
創
出
剛
す
。

O
南
北
六
枚
町

元
総
九
年
の

地
子
町

m煎
裁
許
附
K
・
六
枚
町
の
次
陀
南
六
伎
町

北
六
枚
町
と
見
b
、
図
都
邑
披
問
答
陀
載
せ
た
る
金
協
町
名
に
も
紀

紙
す
。
六
枚
町
の
装
に
て
、
今
柳
町
に
岡崎
し
‘
小
名
に
呼
べ
る
の
み
。

金
滞
古
蹴
志
都
世
4
1

T

O 

の
所
口

へ
引
取
る
。
木
越
に
は
今
光
徳
寺
掛
所
と
て
、

蓮
如
上
人
の

調
出
開
制
古
木
の
織
な
ど
あ
り
て
、

金
制
仰
の
一
徴
税
の

地
と
は

成
り
た

り
。
光
琳
寺
の
跡
は
回
の
中
と
成
れ
り
と
ぞ
。
と
い
ひ
、
韓
民賂
寸
四

年開
E
R
組
制
牲
に
云
ム
。
木
越
村
百
姓
居
屋
敷
之
内
に
梅
之
木
有
・
之
。

此
梅
之
木
は
背
此
地
陀
光
徳
寺
と
巾
御
幼
布
ν
之
。
県
筋
本
願
寺
巡
如

上
人
っ
き
給
ふ
杖
を
被
ι
指
世
一

則
共
杖
之
山
中
即
時
候
。
と
あ
り
。

O
現
行
坊
侮
時

航
行
坊
は
、
六
枚
町
光
徳
寺
の
閲
組
也
。
地
尾
紀
陀
一冨
ふ
。
天
正
の

初
め
、
河
北
潟
の
湖
水
を
激
入
し
て
嬰
答
と
な
し
‘
木
越
陀
鐙
を
銭

き
、
河
北
郡
の
郷
土
小
竹
三
郎
・
光
琳
寺
・
光
徳
寺
・
観
行
坊
・
光
草

寺
般
若
院
・
大
柴
坊
以
下
の
悪
漢
共
愛
に
集
り
、

暴
威
主
張
う
て
近

郷
を
抑
仰
す
。
之
に
依
っ
て
天
正
八
年
附
三
月
.
抽
出
問
勝
家
信
長
公

の
命
を
う
け
、
刺
此叫隅

E
平
定
せ
ん
と
討
入
る
。

依
久
間
玄
蒋
允
は
先

手
に
て
先
づ
木
越
を
潰
さ
ん
と
小
原
市
遊
へ
出
馬
し
、
長
九
郎
左
衛
門

迎
能
も
信
長
公
の
命
陀
隠
じ
、
能
登
の
脱
水
よ
り
胤
馬
し
加
勢
す
。

諜
政
は
大
手
よ
り
皮
肉
ひ
‘
巡
飽
は
大
浦
口
よ
り
攻
入

p
.
一
時
に

操
立
攻
込
み
け
る
底
、
光
琳
寺
は
長
の
家
士
服
部
伴
内
と
鈴
E
合
せ

け
る
が
.
表
面
押
無
双
の
悪
借
と
い
へ
ど
も
λ
眉
間
を
突
か
れ
途
に
討

O
六

角

堂

六
枚
町
よ
り
古
道
の
方
へ
出
づ
る
裳
小
路
也
。
道
路
周
曲
に
て
.
六

角
堂
を
巡
る
が
如
し
。
故
に
世
人
六
角
堂
と
俗
稲
す
。
亀
尾
記
K
、

六
角
筒
の
義
井
あ
る
ゆ
主
か
と
い
ふ
は
非
也
。
今
六
牧
町
へ
崩
せ

り。O
大
野
馬
左
衛
門
よ
地
町

元
総
九
年
の
地
子
町
肝
前
…
裁
許
附

K
、
安
江
木
町
の
失
陀
六
枚
町
大

野
馬
左
術
門
上
ゲ
地
町
を
紀
峨
せ
り
。
此
の
町
名
、
図
都
品
披
問
州市
M
K

紋
せ
た
る
金
部
町
名
中
に
は
見
え
宇
。
或
は
一
耳
ム
。
六
牧
町
の
次
に

紋
せ
た
れ
ば
、
今
云
ム
六
角
堂
の
地
な
ら
ん
放
と
い
へ
り
。

O
大
野
馬
左
衛
門
侍

加
陽
蹄
士
系
的
に
云
ム
。
大
野
馬
左
術
川
某
は
‘
兆
の
災
字
w
廿
多
中

納
言
秀
家
の
家
砲
逃
藤
太
郎
治
術
門
が
庶
子
友
り
。
馬
左
衛
門
が
賢

兄
額
母
助
、
則
ち
遠
藤
太
郎
右
衛
門
が
子
友
り
し
に
、

大
野
宗
左
衛

門
と
云
ム
訴
の
猶
子
と
た
り
‘
大
野
駅
母
助
と
名
梁

H
.
剛時
間
筑
前

守
長
政
の
申
棋
士
と
成
り
た
り
。
然
る
に
後
故
あ
り
て
流
浪
し
、
加
州

家
へ
来
り
‘
中
納
言
利
長
卿
K
召
抱
え
ら
れ
、
八
百
石
を
賜
は
る
庭
、

無
v
子
、
貸
弟
馬
左
衛
門
を
嗣
子
と
す
。
馬
左
衛
門
中
納
言
利
常
卿
に




